
後
鳥
羽
院
の
　
『
三
体
和
歌
』

－
　
歌
会
の
場
と
六
首
の
構
成
　
－

は
　
じ
　
め
　
に

後
鳥
羽
院
が
本
格
的
に
歌
壇
活
動
を
始
め
る
の
は
、
正
治
二
　
二
二
〇
〇
）

年
の
秋
以
降
で
あ
る
。
こ
の
時
期
に
は
多
く
の
歌
会
・
歌
合
な
ど
が
催
さ
れ
、

そ
の
中
に
は
、
花
・
月
・
恋
の
諸
相
を
句
題
で
探
ら
せ
た
『
仙
洞
句
題
五
十
首
』

や
、
十
五
の
恋
の
諸
相
を
取
り
上
げ
た
『
水
無
瀬
殿
恋
十
五
首
歌
合
』
な
ど
、

と
り
わ
け
趣
向
の
凝
ら
さ
れ
た
も
の
も
多
い
。

こ
う
し
た
個
々
の
歌
会
や
歌
合
で
、
後
鳥
羽
院
が
そ
の
趣
向
に
い
か
に
挑
ん

だ
か
と
い
う
こ
と
を
検
討
し
、
後
鳥
羽
院
詠
の
特
徴
や
そ
の
歌
観
を
浮
か
び
上

が
ら
せ
て
み
た
い
。

本
稿
で
は
、
建
仁
二
　
（
一
二
〇
二
）
年
三
月
二
十
二
日
に
催
さ
れ
た
『
三
体

和
歌
』
を
取
り
上
げ
る
。
こ
の
作
品
は
、
後
鳥
羽
院
・
良
経
・
定
家
ら
七
人
の

歌
人
（
辞
退
し
た
雅
経
・
有
家
を
含
め
れ
ば
、
通
具
以
外
の
新
古
今
集
撰
者
が

田

　

野

　

慎

　

　

二

顔
を
揃
え
る
予
定
で
あ
っ
た
）
　
が
、
春
・
夏
・
秋
・
冬
・
恋
・
旅
の
六
首
を
、

「
大
ニ
フ
ト
キ
歌
」
（
春
・
夏
）
、
「
か
ら
ひ
琶
彗
」
（
秋
・
冬
）
、
「
艶
体
」
（
恋
・

（1】
旅
）
　
の
三
体
に
詠
じ
分
け
た
、
趣
向
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
で
注
目
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、

既
に
先
学
に
よ
っ
て
、
後
鳥
羽
院
の
歌
（
「
大
ニ
フ
ト
キ
歌
」
）
　
の
特
異
性
が
論

（2】

じ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
『
三
体
和
歌
』
は
、
「
大
ニ
フ
ト
キ
歌
」
（
長
高
体
）
、
「
か
ら
ぴ
」

た
る
歌
、
「
出
」
な
る
歌
と
は
ど
の
よ
う
な
歌
な
の
か
と
い
う
点
で
論
じ
ら
れ
、

（3）

新
古
今
の
歌
風
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
格
好
の
材
料
と
な
っ
た
。
本
稿
で

は
、
歌
会
と
い
う
具
体
的
な
場
に
こ
の
作
品
を
置
い
て
、
後
鳥
羽
院
詠
の
特
徴

を
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
方
法
を
取
り
た
い
。

次
の
『
明
月
記
』
の
記
事
は
、
『
三
体
和
歌
』
の
歌
会
の
様
子
を
伝
え
る
も



の
で
あ
る
。

・
『
明
月
記
』
建
仁
二
　
（
一
二
〇
二
）
年
三
月
二
十
二
日
粂

…
今
夜
和
歌
六
首
、
（
其
内
三
体
可
詠
進
之
由
布
仰
、
極
以
難
叶
得
、
）
亥

時
許
出
御
和
歌
所
、
有
召
参
御
前
、
依
仰
置
和
歌
、
又
依
仰
読
上
、
八
大

臣
殿
令
取
進
給
、
）
応
喚
輩
、
長
明
、
家
隆
、
定
家
、
寂
蓮
、
座
主
、
大

臣
殿
、
御
製
之
外
六
首
、
有
家
、
雅
経
有
催
不
参
、
（
所
労
云
々
、
）
自
余

無
催
、
今
夜
歌
各
宜
、
…
大
ニ
フ
ト
キ
歌
、
（
春
夏
、
）
か
ら
ひ
、
（
や
せ

す
こ
き
由
也
云
々
、
）
秋
冬
、
艶
体
恋
、
旅
、

（
（
　
）
は
割
書
。
傍
線
は
引
用
老
）

『
三
体
和
歌
』
の
伝
本
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
良
経
が
読
師
を
、
定

家
が
講
師
を
勤
め
て
い
る
。
さ
ら
に
具
体
的
な
歌
会
の
様
子
は
、
歌
学
書
の
和

歌
会
次
第
の
記
述
な
ど
に
よ
っ
て
か
な
り
詳
細
に
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
こ
で
は
、
各
歌
人
の
六
首
が
ど
の
よ
う
な
順
で
披
講
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と

に
問
題
を
絞
ろ
う
。

『
袋
草
紙
』
に
拠
れ
ば
、

…
以
干
脳
嘉
…
先
ト
。
但
シ
於
㌢
僧
侶
琴
女
房
ノ
歌
l
l
l
、
不
レ
諭
吉
輿
終
り
。

講
‥
之
，
。
…
次
一
l
臣
下
ノ
歌
講
㌢
之
，
、
白
討
中
葡
レ
出
”
御
製
て
其
ノ
儀

取
”
払
ヒ
臣
下
ノ
歌
l
，
、
更
。
居
冠
ノ
文
台
リ
。
（
非
㌢
型
タ
″
儀
式
l
l
乏
時
、
用
ン

本
ノ
文
台
↓
。
）
…

（
藤
岡
忠
美
　
芦
田
耕
一
　
西
村
加
代
子
　
中
村
康
夫

『
袋
草
紙
考
証
　
歌
学
篇
』
　
和
泉
書
院
　
昭
五
八
　
以
下
同
じ
）

と
あ
っ
て
、
一
題
の
場
合
、
原
則
と
し
て
身
分
の
低
い
人
か
ら
順
に
披
講
さ
れ
、

そ
し
て
、
最
後
に
御
製
が
披
講
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

『
三
体
和
歌
』
の
よ
う
に
、
校
数
題
の
場
合
は
、
『
袋
草
紙
』
に
、

有
苗
嬰
之
時
ハ
、
同
題
一
巡
l
窟
㌢
之
，
講
茨
ノ
歌
て
畢
薮
十
五
憲
。
。

と
あ
る
よ
う
に
、
原
則
と
し
て
各
題
毎
に
各
人
の
歌
が
披
講
さ
れ
た
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
御
製
は
、
題
毎
の
最
後
に
披
講
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
臣
下
の

歌
の
披
講
が
全
て
終
わ
っ
て
か
ら
一
括
し
て
披
講
さ
れ
た
。
御
製
を
臣
下
の
歌

〈

’

）

と
は
切
り
離
し
て
、
特
別
扱
い
す
る
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
披
講
法
が
と
ら
れ
た
具
体
例
と
し
て
、
「
秋
山
月
」
「
秋
野
月
」

「
秋
庭
月
」
の
三
題
が
出
題
さ
れ
た
、
建
保
六
二
二
一
八
）
年
九
月
十
三
日

の
和
歌
会
を
挙
げ
て
お
こ
う
。

・
『
順
徳
院
御
記
』
建
保
六
年
九
月
十
三
日
条

十
三
日
。
壬
午
。
暗
。
今
夜
有
和
歌
会
。
八
三
首
。
）
頼
資
兼
日
催
之
。
痢

右
大
臣
献
之
。
秋
山
月
。
秋
野
月
。
秋
庭
月
。
中
段
以
後
頗
晴
俵
。
於
瀧

口
御
所
有
之
。
今
夜
明
月
蒼
々
。
天
無
片
雲
。
亥
時
許
予
著
引
直
衣
。

（
只
尋
常
直
衣
不
及
張
袴
）
寄
合
懐
中
。
兼
日
見
定
家
々
隆
。
又
進
院
。

次
依
召
右
大
臣
著
座
。
通
具
以
下
束
帯
也
。
頼
資
持
参
脱
害
蓋
。
次
立
切

灯
台
敷
円
座
。
次
日
下
置
歌
。
公
胸
等
多
目
後
起
座
。
定
家
已
下
目
前
進
。

依
便
宜
欺
。
各
匿
了
。
右
大
臣
近
ク
進
召
講
師
。
（
範
宗
朝
臣
。
）
下
読
師

忠
定
也
。
範
宗
退
。
作
法
中
晶
。
次
子
取
出
歌
給
右
大
臣
定
家
読
之
。
乍

三
首
数
近
詠
吟
。
予
歌
ハ
右
大
臣
懐
中
了
。
人
々
役
座
。
…



（
増
補
史
料
大
成
『
歴
代
房
記
』
。
（
　
）
は
割
書
。
傍
線
は
引
用
老
）

身
分
の
低
い
人
か
ら
文
台
に
歌
を
置
き
、
臣
下
の
講
師
は
範
宗
が
勤
め
た
。

そ
の
披
講
が
終
り
、
範
宗
が
退
い
た
後
で
、
順
徳
院
が
自
分
の
歌
を
右
大
臣

（
道
家
）
　
に
与
え
、
定
家
が
読
み
上
げ
、
三
首
ま
と
め
て
詠
吟
し
て
い
る
。

臣
下
の
歌
の
よ
う
な
各
題
毎
の
披
講
で
は
、
同
じ
題
の
歌
が
次
々
と
読
み
上

げ
ら
れ
る
。
同
じ
題
の
歌
を
比
較
す
る
に
は
都
合
の
良
い
形
態
で
あ
る
。

一
方
御
製
の
場
合
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
歌
会
の
際
、
順
徳
院
が
詠
じ

（5）

た
歌
は
、
『
紫
禁
和
歌
集
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

同
（
建
保
六
年
九
月
）
十
三
夜
会
、
秋
山
月

し
ら
が
し
の
菜
に
お
く
毘
ほ
お
も
れ
ど
も
山
ぢ
た
ど
ら
ぬ
月
の
雪
か
な

秋
野
月

は
し
鷹
の
と
が
り
の
ま
柴
ふ
み
な
ら
し
帰
る
野
原
に
出
づ
る
月
影

秋
庭
月

心
あ
ら
は
ゑ
じ
の
た
く
火
も
た
ゆ
む
ら
ん
こ
よ
ひ
ぞ
秋
の
月
は
み
る
べ
き

（
一
〇
八
五
～
一
〇
八
七
）

題
毎
に
披
講
さ
れ
た
臣
下
の
歌
に
対
し
て
、
三
首
の
順
徳
院
詠
は
ひ
と
ま
と

ま
り
の
「
秋
月
」
　
の
歌
群
と
し
て
意
識
さ
れ
よ
う
。
山
か
ら
野
へ
、
そ
し
て
庭

へ
と
舞
台
が
転
じ
る
流
れ
の
中
で
三
首
は
享
受
さ
れ
る
。
設
定
さ
れ
た
額
に
も

よ
る
だ
ろ
う
が
、
ま
と
め
て
披
講
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ
る
効
果
を
、
当

座
の
人
は
充
分
に
味
わ
え
た
の
で
は
な
い
か
。

（6）

た
だ
し
、
臣
下
の
歌
で
も
二
指
し
て
披
講
さ
れ
る
場
合
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、

『
三
体
和
歌
』
は
そ
う
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

そ
の
理
由
は
、
和
歌
会
の
次
第
に
外
れ
る
の
な
ら
定
家
は
そ
の
旨
を
記
し
た

と
考
え
ら
れ
る
が
、
『
明
月
記
』
　
で
は
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、

『
明
月
記
』
　
の
「
・
御
製
之
外
六
首
」
と
い
う
文
言
は
、
「
御
製
を
除
い
て
、

各
人
六
首
」
と
は
解
し
得
ず
、
「
御
製
を
除
い
て
、
各
項
毎
に
六
首
」
と
い
う

意
味
に
受
け
取
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
歌
会
の
場
で
は
、
後
鳥
羽
院
の
『
三
体
和
歌
』
六
首
の
み
が
、
一

括
し
て
春
か
ら
順
に
披
講
さ
れ
た
と
想
定
で
き
る
。
御
製
六
首
が
一
つ
の
歌
群

と
し
て
意
識
さ
れ
、
そ
こ
に
一
種
の
連
作
め
い
た
状
況
が
生
ま
れ
る
。

後
鳥
羽
院
は
、
こ
う
し
た
披
講
の
形
態
を
意
識
し
た
上
で
『
三
体
和
歌
』
六

首
を
綿
密
な
配
慮
に
基
づ
い
て
詠
作
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
こ
と
を
次
に
具
体
的
に
述
べ
た
い
。

二

後
鳥
羽
院
の
『
三
体
和
歌
』
六
百
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

か
り
か
へ
る
常
世
の
は
な
の
い
か
な
れ
や
月
は
い
づ
く
も
お
な
じ
春
の
夜

夏
の
夜
の
夢
ぢ
す
ず
し
き
秋
の
か
ぜ
さ
む
る
枕
に
か
を
る
た
ち
花

L
を
れ
こ
し
挟
は
す
ま
も
長
月
の
有
あ
け
の
月
に
秋
風
ぞ
ふ
く

お
も
ひ
っ
つ
明
け
ゆ
く
夜
は
の
冬
の
月
や
ど
り
ゃ
せ
は
き
袖
の
氷
に

い
か
に
せ
む
猶
こ
り
ず
ま
の
う
ら
か
ぜ
に
く
ゆ
る
煙
の
む
す
ぼ
は
れ
行
く

旅
衣
き
つ
つ
な
れ
ゆ
く
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
郡
と
霞
む
夜
の
空



（
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
）

具
体
的
な
検
討
の
前
に
、
本
文
異
同
の
問
題
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

田
村
柳
壱
氏
は
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
の
伝
本
問
の
主
要
な
異
同
を
掲
出
し
て

（7）

い
る
。
そ
れ
に
よ
り
、
こ
の
春
歌
に
つ
い
て
大
き
な
異
同
が
あ
る
こ
と
が
分
か

る
。
御
集
の
多
く
の
伝
本
で
は
、
第
二
句
が
「
は
つ
せ
の
山
の
」
「
は
つ
せ
の

花
の
」
「
は
つ
せ
の
花
も
」
な
ど
と
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

田
村
氏
は
、
奥
書
そ
の
他
か
ら
最
手
本
と
認
定
で
き
る
宮
内
庁
欝
陵
部
蔵
本

（
五
二
・
一
七
）
　
の
「
常
世
の
花
の
」
が
、
「
雁
の
帰
る
国
を
春
秋
の
変
化

も
な
い
現
世
を
離
れ
た
仙
境
＝
『
常
世
』
と
詠
む
の
は
和
歌
的
な
常
套
表
現
で

あ
り
」
、
相
応
し
い
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
に
従
う
。
桝
、
管
見
の
及
ぶ
限
り
、

（8）

『
三
体
和
歌
』
　
の
伝
本
間
で
は
こ
の
部
分
に
異
同
は
見
ら
れ
な
い
。

『
三
体
和
歌
』
　
の
伝
本
問
で
の
主
要
な
異
同
に
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。夏

歌
の
第
三
・
四
句
が
「
松
の
凪
さ
め
て
枕
に
」
と
な
っ
て
い
る
伝
本
が
い

（9）

く
つ
か
あ
る
。
後
鳥
羽
院
の
夏
歌
は
、

「
や
と
る
や
せ
は
き
」
　
の
形
の
伝
本
も
い
く
つ
か
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
多
く

の
伝
本
で
は
「
や
と
る
か
せ
は
き
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
歌
に
は
、

窓
ち
か
き
い
さ
1
む
ら
た
け
風
ふ
け
は
秋
に
お
ど
ろ
く
夏
の
夜
の
夢

（
新
古
今
・
夏
・
公
継
二
一
五
七
。

建
仁
元
八
一
二
〇
一
）
年
四
月
三
十
日
当
座
御
会
）

（10）

に
触
発
さ
れ
て
の
詠
と
思
わ
れ
、
「
秋
の
か
ぜ
」
　
の
方
が
公
継
歌
に
よ
り
近
く

な
る
。
こ
こ
で
は
多
く
の
伝
本
の
「
秋
の
か
ぜ
」
を
採
用
し
た
い
。

冬
歌
の
第
四
句
「
や
ど
り
ゃ
せ
は
き
」
　
に
つ
い
て
は
、
「
や
と
り
や
せ
は
き
」

は
ら
ひ
か
ね
さ
こ
そ
は
露
の
し
げ
か
ら
め
や
ど
る
か
月
の
そ
で
の
せ
は
き

可
（
新
古
今
・
秋
上
・
雅
経
・
四
三
六
。
建
仁
元
年
老
若
五
十
百
歌
合
）

の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
で
、
「
や
と
る
か
せ
は
き
」
を
採
用
す
る
。

夏
・
冬
歌
に
は
、
同
時
代
歌
人
の
注
目
す
べ
き
表
現
を
積
極
的
に
摂
取
す
る

後
鳥
羽
院
の
姿
勢
が
表
れ
て
い
る
。

三

先
ず
、
校
鳥
羽
院
の
春
・
夏
歌
（
「
大
ニ
フ
ト
キ
歌
」
）
　
か
ら
考
察
を
始
め
よ

ら
ノ
0

「
大
ニ
フ
ト
キ
歌
」
　
は
、
『
後
鳥
羽
院
御
口
伝
』
の
記
述
か
ら
、
当
時
の
大

方
の
理
解
で
は
、
い
わ
ゆ
る
長
高
体
の
歌
と
か
な
り
近
い
歌
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
「
大
部
分
が
壮
大
な
る
自
然
観
照
の
歌
で
あ
る
」

（
実
方
活
氏
）
、
「
声
調
上
の
緊
張
感
と
情
景
の
美
的
様
態
と
が
結
び
つ
け
ら
れ

…
声
調
と
結
び
つ
く
美
的
様
態
の
い
か
な
る
も
の
か
に
つ
い
て
は
、
各
歌
人
と

も
ほ
ぼ
艶
麗
壮
大
さ
を
思
い
描
い
て
い
る
よ
う
で
あ
る
」
　
（
藤
平
春
男
氏
）
　
と

、Hh

説
明
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
定
家
・
家
隆
・
寂
蓮
は
、
こ
の
夏
歌
と
し
て
、

五
月
雨
の
ふ
る
の
神
杉
す
ぎ
が
て
に
木
だ
か
く
な
の
る
郭
公
か
な
（
定
家
）

む
は
玉
の
夜
は
あ
け
ぬ
ら
し
足
引
の
山
ほ
と
と
ぎ
す
4
期
叫
到
（
家
隆
）



夏
の
夜
の
有
明
の
空
に
郭
公
月
よ
り
お
つ
る
夜
半
の
二
戸
（
寂
蓬
）

と
い
う
歌
を
提
出
し
て
い
る
。
こ
の
定
家
の
歌
に
つ
い
て
、
『
三
体
和
歌
』
　
の

注
に
、
神
杉
の
木
だ
か
き
中
に
、
郭
公
過
も
や
ら
で
鳴
た
る
さ
ま
方
所
も
な
く
大

な
る
苛
也
。
景
気
を
の
づ
か
ら
ふ
く
め
り
。

（
香
川
大
学
附
属
図
書
館
神
原
文
庫
歳
『
三
体
和
歌
』
。

句
読
点
は
適
宜
振
っ
た
）

と
あ
り
、
郭
公
の
声
を
広
い
空
間
の
中
で
捉
え
た
点
が
、
美
的
様
態
と
し
て

「
大
ニ
フ
ト
キ
」
点
な
の
で
あ
ろ
う
。

後
鳥
羽
院
の
春
歌
、

か
り
か
へ
る
常
世
の
は
な
の
い
か
な
れ
や
月
は
い
づ
く
も
お
な
じ
春
の
夜

は
、
定
家
ら
の
春
歌
、

花
ざ
か
り
霞
の
衣
ほ
こ
ろ
び
て
み
ね
し
ろ
た
へ
の
天
の
か
ご
山
（
定
家
）

桜
は
な
散
り
か
ひ
か
す
む
久
か
た
の
雲
井
に
か
を
る
春
の
山
か
ぜ
（
家
隆
）

か
づ
ら
き
や
た
か
ま
の
桜
さ
き
に
け
り
た
っ
た
の
お
く
に
か
か
る
白
雲

（
寂
蓮
）

と
比
べ
る
と
、
桜
を
遠
望
す
る
と
い
う
場
面
設
定
で
な
い
点
が
個
性
的
で
は
あ

る
。
し
か
し
、
常
世
の
花
を
思
い
遣
り
、
月
は
何
処
で
も
同
じ
と
い
う
点
で
は

や
は
り
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な
歌
と
言
え
、
「
長
高
体
」
　
と
し
て
理
解
で
き
る
。

し
か
し
、
後
鳥
羽
院
の
夏
歌
、

夏
の
夜
の
夢
ぢ
す
ず
し
き
秋
の
か
ぜ
さ
む
る
枕
に
か
を
る
た
ち
花

は
、
定
家
ら
の
夏
歌
の
よ
う
に
、
一
首
か
ら
空
間
的
な
広
が
り
は
感
じ
ら
れ
な

い
。
橘
香
に
よ
っ
て
、
懐
旧
的
な
恋
情
が
喚
起
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
安
井
重
雄
氏
は
、
「
院
は
意
味
内
容
に
で
は
な
く
純
粋

に
声
調
に
『
た
け
』
を
求
め
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
」
、
「
後
鳥
羽
院
は
秀
逸
な
る

（12）

歌
を
目
指
し
て
艶
的
な
『
た
け
』
歌
を
試
み
」
た
と
述
べ
て
い
る
。

後
鳥
羽
院
が
判
詞
で
「
た
け
あ
り
」
な
ど
と
評
し
た
歌
を
検
討
す
る
と
、
後

鳥
羽
院
は
声
調
両
の
「
た
け
た
か
」
さ
を
求
め
た
と
言
え
な
く
な
い
も
の
も
あ

（13）
る
。
た
だ
し
、
資
料
的
な
制
約
も
あ
り
、
そ
れ
は
決
定
的
な
も
の
と
は
言
え
ま

い
。
そ
こ
で
、
披
講
の
形
態
に
留
意
し
て
後
鳥
羽
院
の
『
大
ニ
フ
ト
キ
歌
』
を

読
み
直
し
て
み
た
い
。

一
節
で
触
れ
た
よ
う
に
、
歌
会
の
場
で
は
、
後
鳥
羽
院
の
六
首
は
、
春
・
夏

…
の
順
で
披
講
さ
れ
た
の
で
、
後
鳥
羽
院
の
春
・
夏
歌
の
関
わ
り
に
つ
い
て
考

え
て
み
る
と
、
「
春
の
夜
」
－
「
夏
の
夜
」
　
の
ほ
か
に
、
「
常
世
（
の
は
な
）
」

と
「
た
ち
花
」
と
の
対
応
が
注
意
さ
れ
る
。

春
歌
一
首
と
し
て
は
、
こ
の
「
常
世
の
花
」
は
桜
と
受
け
取
れ
よ
う
。
『
三

体
和
歌
』
の
注
で
は
、
こ
の
歌
の
本
歌
・
参
考
歌
と
し
て
、
「
は
る
が
す
み
た

つ
を
見
す
て
て
ゆ
く
か
り
は
花
な
き
さ
と
に
す
み
や
な
ら
へ
る
」
（
古
今
集
・

巻
上
・
伊
勢
・
三
一
）
、
「
月
は
都
花
は
こ
し
ぢ
や
増
る
ら
ん
秋
き
て
春
は
か
へ
（1．．）

る
雁
が
ね
」
（
未
詳
。
定
家
の
歌
と
し
て
引
用
さ
れ
る
）
を
挙
げ
て
い
る
。
ま

た
「
常
世
の
花
と
ば
か
り
は
、
つ
ね
に
は
橘
を
云
也
。
是
は
、
そ
れ
に
は
か
は



（ほ）

れ
り
。
た
ゞ
春
の
花
の
事
也
」
と
わ
ざ
わ
ざ
注
記
す
る
注
も
存
す
る
。

し
か
し
、
垂
仁
天
皇
が
田
道
問
守
に
命
じ
て
常
世
に
橘
を
探
し
に
行
か
せ
、

「
非
時
香
莫
」
す
な
わ
ち
橘
を
持
ち
帰
っ
た
（
『
日
本
書
紀
』
・
垂
仁
紀
）
　
と
い

う
逸
話
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
「
常
世
」
　
か
ら
「
橘
」
　
へ
の
連
想
は
容
易
で
あ
ろ

（16）
ら
ノ
0

後
鳥
羽
院
に
奉
ら
れ
た
と
い
う
上
覚
の
『
和
歌
色
菓
』
（
建
久
九
八
一
一
九

八
）
年
成
立
）
　
で
は
、
「
む
か
し
見
し
人
の
か
た
み
を
を
り
つ
れ
ば
花
楠
に
袖

ぞ
し
み
ぬ
る
」
　
（
堀
川
百
首
・
底
橘
・
基
俊
・
四
五
九
）
　
に
、

昔
の
人
の
袖
の
香
と
い
ふ
事
は
古
今
に
い
ふ
が
ご
と
し
。
抑
こ
の
花
椿
は

蓬
莱
山
よ
り
え
た
る
菜
也
。
垂
仁
天
皇
九
十
年
の
春
二
月
庚
子
朔
天
皇
田

道
の
間
守
に
命
じ
て
常
世
国
に
遺
し
て
、
時
な
ら
ぬ
香
菜
を
求
め
し
む
。

今
の
橘
こ
れ
也
。
（
中
略
）
是
常
世
の
国
は
則
神
仙
秘
区
、
俗
至
る
所
に

剖
っ
（
中
略
）
蚕
は
日
本
紀
に
み
え
た
り
。
さ
れ
ば
花
橘
は
常
世
の

国
よ
り
持
て
来
た
る
真
也
。
越
前
守
仲
実
朝
臣
歌
に
、

と
こ
よ
よ
り
か
く
の
こ
の
み
を
う
つ
し
う
ゑ
て
山
郭
公
た
よ
り
に
ぞ

ま
つ

と
よ
め
る
も
こ
の
心
也
。

（
『
日
本
歌
学
大
系
』
第
三
巻
二
五
七
頁
。
傍
線
は
引
用
者
）

と
注
し
て
い
る
。
後
鳥
羽
院
の
手
元
に
こ
う
し
た
歌
学
書
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
は
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
書
が
後
鳥
羽
院
の
知
識
の
源
泉
の
一
つ
で
あ
っ

た
可
能
性
は
高
い
。

橘
香
か
ら
す
ぐ
想
起
さ
れ
る
の
は
、
和
歌
の
伝
統
で
は
懐
旧
的
な
恋
情
で
あ

ろ
う
が
、
春
歌
が
披
講
さ
れ
た
後
、
そ
の
余
韻
に
浸
り
つ
つ
、
こ
の
夏
歌
を
受

け
取
る
当
座
の
場
で
は
、
春
歌
の
「
常
世
の
花
」
と
の
響
き
で
、
橘
香
を
崇
高

な
常
世
の
も
の
と
し
て
受
け
取
る
こ
と
も
充
分
可
能
で
は
な
い
か
。

こ
の
流
れ
を
重
視
す
る
と
、
夏
歌
は
恋
歌
的
な
歌
と
し
て
よ
り
も
、
時
代
は

下
る
が
、う
た
た
わ
の
と
こ
世
を
か
け
て
に
は
ふ
な
り
夢
の
枕
の
軒
の
橘

（
新
続
古
今
・
夏
・
為
明
・
二
七
九
）

と
い
う
歌
と
顆
似
し
た
歌
に
な
ろ
う
。

そ
し
て
、
こ
う
い
う
ふ
う
に
読
む
と
、
春
・
夏
歌
は
、
「
常
世
」
　
と
い
う
崇

高
な
イ
メ
ー
ジ
で
統
一
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
「
長
高
体
」
と
し
て
も
相

（け）

応
し
い
と
言
え
る
だ
ろ
入
ノ
。

本
来
な
ら
、
夏
歌
の
中
に
「
常
世
」
な
ど
の
詞
が
共
に
詠
み
込
ま
れ
て
い
な

い
と
、
こ
の
よ
う
な
読
み
取
り
は
無
理
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
後
鳥
羽
院

は
、
後
に
連
歌
会
を
開
き
、
連
歌
に
も
関
心
を
抱
い
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
ま

た
、
後
鳥
羽
院
に
限
ら
ず
、
『
新
古
今
集
』
　
の
歌
と
連
歌
と
の
関
わ
り
は
し
ば

（18）

し
ば
論
じ
ら
れ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
連
歌
の
付
け
合
い
に
も
似
た
歌
と
歌
と
の

関
わ
り
は
、
歌
会
と
い
う
場
で
は
そ
れ
ほ
ど
不
自
然
な
も
の
と
感
じ
ら
れ
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

次
に
、
残
り
の
四
首
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
た
い
。



四

八
夏
－
秋
）

夏
の
夜
の
夢
ぢ
す
ず
し
蟄
亡
む
る
枕
に
か
を
る
た
ち
花

L
を
れ
こ
し
枚
は
す
ま
も
長
月
の
有
あ
け
の
月
に
痢
風
l
ぞ
ふ
く

夏
歌
は
、
春
歌
と
の
関
わ
り
で
は
、
寝
覚
め
の
枕
に
常
世
を
想
起
さ
せ
る
崇

高
な
橘
香
が
薫
る
と
い
う
歌
に
な
る
。
た
だ
し
、
秋
歌
と
の
関
係
で
は
、
惰
番

の
、
懐
旧
的
恋
情
を
喚
起
さ
せ
る
属
性
が
浮
か
び
上
が
る
。
秋
歌
は
、
「
今
こ

む
と
い
ひ
し
は
か
り
に
長
月
の
あ
り
あ
け
の
月
を
ま
ち
い
で
つ
る
か
な
」
　
（
古

今
・
恋
四
・
素
性
・
六
九
一
）
　
が
踏
ま
え
ら
れ
、
明
ら
か
に
恋
歌
的
な
歌
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
秋
歌
の
秋
風
は
「
飽
き
風
」
　
で
も
あ
る
が
、
こ
う
見
る
と
、

夏
歌
の
「
秋
の
風
」
　
に
も
そ
の
イ
メ
ー
ジ
が
湧
い
て
こ
よ
う
。
展
開
に
従
っ
て
、

前
句
を
読
み
替
え
る
連
歌
を
思
い
浮
べ
れ
ば
よ
い
だ
ろ
う
。

（
秋
－
冬
）

L
を
れ
こ
し
挟
ほ
す
ま
も
長
月
の
有
あ
け
の
月
に
秋
風
ぞ
ふ
く

お
も
ひ
っ
つ
明
け
ゆ
く
夜
は
の
冬
の
月
や
ど
る
か
せ
は
き
袖
の
水
に

秋
・
冬
歌
は
、
「
か
ら
ぴ
」
た
る
歌
で
、
寂
蓼
感
を
感
じ
さ
せ
る
歌
で
あ
る

か
ら
、
姿
の
上
で
は
同
じ
で
、
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
素
材
や
設
定
も
か
な
り
斯

似
し
て
い
る
。

秋
歌
は
、
涙
で
濡
れ
た
枚
を
干
す
間
も
な
い
状
況
で
、
長
月
の
有
明
の
月
の

下
、
秋
風
が
吹
く
と
い
う
歌
、
冬
歌
は
、
も
の
思
い
を
し
な
が
ら
夜
は
明
け
て

ゆ
き
、
冬
の
月
が
数
な
ら
ぬ
身
で
あ
る
私
の
狭
い
袖
の
氷
に
宿
る
こ
と
よ
と
い

う
歌
で
あ
る
。

「
お
も
ひ
っ
つ
」
夜
を
明
か
す
状
況
は
秋
歌
と
同
じ
で
、
「
長
月
の
有
明
の

月
」
と
「
冬
の
月
」
と
が
対
応
し
、
枚
を
濡
ら
し
て
い
た
涙
が
袖
の
上
で
氷
に

な
る
と
い
う
展
開
も
あ
る
。

（柑）

冬
歌
に
、
政
治
的
な
述
懐
の
心
を
読
み
取
る
注
も
あ
る
。
た
だ
し
、
冬
歌
は

「
思
ひ
っ
つ
ね
な
く
に
あ
く
る
冬
の
夜
の
袖
の
氷
は
と
け
ず
も
あ
る
か
な
」

（
後
挟
・
冬
・
不
知
・
四
八
一
）
　
が
踏
ま
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
後
撰
歌
は
、

恋
部
の
歌
で
は
な
い
が
、
内
容
的
に
は
恋
歌
と
も
読
め
る
歌
で
あ
る
。

ま
た
、
季
節
は
異
な
る
が
、
『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
の
、

…
例
の
、
月
の
入
り
は
つ
る
程
、
よ
そ
へ
ら
れ
て
あ
は
れ
な
り
。
女
君
の

濃
き
御
衣
に
う
つ
り
て
、
げ
に
「
ぬ
る
1
が
ほ
」
な
れ
は
、

月
か
げ
の
や
ど
れ
る
袖
は
せ
は
く
と
も
と
め
て
も
兄
は
や
あ
か
ぬ
ひ

か
り
を
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
岩
波
大
系
　
以
下
同
じ
）

と
い
う
、
須
磨
へ
退
く
光
源
氏
と
の
別
れ
に
臨
ん
で
花
散
里
が
詠
じ
た
歌
も
想

起
さ
れ
る
。
秋
歌
と
の
繋
が
り
で
は
、
恋
の
心
を
強
く
意
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
冬
－
恋
）

お
も
ひ
っ
つ
明
け
ゆ
く
夜
は
の
冬
の
月
や
ど
る
か
せ
は
き
袖
の
氷
に

い
か
に
せ
む
猶
こ
り
ず
ま
の
う
ら
か
ぜ
に
く
ゆ
る
煙
の
む
す
ぼ
は
れ
行
く

冬
歌
と
恋
歌
と
に
は
詞
の
対
応
は
見
ら
れ
な
い
。
た
だ
し
、
物
思
い
を
し
な

が
ら
夜
を
明
か
す
冬
歌
の
状
況
か
ら
、
一
歩
進
ん
で
、
恋
歌
で
は
、
辛
い
m
心
い



を
し
て
い
る
の
に
ま
だ
懲
り
る
こ
と
も
な
く
思
い
焦
が
れ
て
い
る
と
歌
わ
れ
て

い
る
点
に
、
脈
絡
を
兄
い
だ
す
こ
と
が
出
来
る
。

ま
た
、
後
述
す
る
が
、
恋
歌
は
明
ら
か
に
『
源
氏
物
語
』
　
の
須
磨
巻
の
贈
答

歌
が
踏
ま
え
ら
れ
て
お
り
、
須
磨
巻
が
冬
歌
と
恋
歌
と
の
仲
立
ち
を
し
て
い
る

と
言
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

連
続
し
て
技
話
さ
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
う
し
た
関
係
が
強
調
さ
れ
る
の

で
あ
る
。

（
恋
－
旅
）

い
か
に
せ
む
猶
こ
り
ず
ま
の
う
ら
か
ぜ
に
く
ゆ
る
煙
の
む
す
ぼ
は
れ
行
く

旅
衣
き
つ
つ
な
れ
ゆ
く
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
都
と
霞
む
夜
の
空

恋
歌
は
、
『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
の
、
須
磨
へ
下
向
し
た
光
源
氏
と
尚
侍
と

の
春
歌
と
の
対
応
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

（
旅
－
春
）

旅
衣
き
つ
つ
な
れ
ゆ
ノ
、
㍉
剤
や
あ
ら
ぬ
．
利
や
都
と
霞
む
密
．
の
空

か
り
か
へ
る
常
世
の
は
な
の
い
か
な
れ
雪
月
矧
は
い
づ
く
も
お
な
じ
春
の
夜

の
贈
答
歌
、
「
こ
り
ず
ま
の
紺
の
み
る
め
も
ゆ
か
し
き
を
塩
焼
く
あ
ま
や
い
か
ゞ

思
は
ん
」
（
光
源
氏
）
、
「
う
ら
に
た
く
あ
ま
た
に
つ
ゝ
む
恋
な
れ
は
l
引
例
刹
酬

ぷ
引
っ
よ
行
く
方
ぞ
な
き
」
（
脱
月
夜
）
を
下
敷
き
に
し
て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

一
方
、
放
歌
は
、
『
伊
勢
物
語
』
　
の
著
名
な
二
首
を
踏
ま
え
て
い
る
。
そ
の

内
の
一
首
は
、
「
か
ら
衣
き
つ
1
な
れ
に
し
つ
ま
し
あ
れ
ば
は
る
人
＼
－
き
ぬ
る

族
を
し
ぞ
思
ふ
」
（
九
段
　
岩
波
大
系
）
　
で
あ
る
。

恋
歌
・
旅
歌
は
本
歌
に
よ
っ
て
結
び
つ
い
て
い
る
。
つ
ま
り
、
自
ら
須
磨
へ

と
身
を
退
い
た
光
源
氏
と
「
身
を
え
う
な
き
物
に
思
ひ
な
し
て
」
東
国
へ
下
る

業
平
の
姿
が
重
な
る
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
や
や
レ
ベ
ル
は
異
な
る
が
、
最
後
に
披
講
さ
れ
た
旅
歌
と
、
最
初

放
歌
は
、
前
引
の
歌
の
ほ
か
、
「
月
や
あ
ら
ぬ
春
や
昔
の
春
な
ら
ぬ
わ
が
身

ひ
と
つ
は
も
と
の
身
に
し
て
」
　
（
『
伊
勢
物
語
』
・
四
段
）
　
も
踏
ま
え
ら
れ
、
脱

に
霞
む
月
を
見
て
、
旅
先
で
の
心
細
さ
や
都
に
残
し
た
人
へ
の
思
い
を
歌
っ
た

歌
で
あ
る
。

春
歌
は
帰
雁
の
歌
で
あ
る
が
、
旅
歌
と
春
歌
は
、
「
月
」
「
春
夜
」
と
い
う
詞

が
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
春
歌
の
本
歌
で
あ
る
前
引
の
伊
勢
歌
を
も
含
め
れ

ば
、
「
㌫
」
も
共
通
す
る
こ
と
に
な
る
。
放
歌
で
は
「
月
や
あ
ら
ぬ
」
と
言
い
、

春
歌
で
は
逆
に
「
月
は
い
づ
く
も
お
な
じ
」
と
対
照
的
に
歌
わ
れ
て
い
る
。

『
源
氏
物
語
』
須
磨
巻
に
、
光
源
氏
が
、
わ
ざ
わ
ざ
訪
れ
て
く
れ
た
宰
相

（
頭
中
将
）
　
と
の
別
れ
を
惜
し
み
、

…
和
ぼ
ら
け
の
空
に
、
脛
つ
れ
て
わ
た
る
。
あ
る
じ
の
君
、

故
郷
を
い
ず
れ
の
春
か
行
き
て
見
む
う
ら
や
ま
し
き
は
か
へ
る
か
り

が
わ

と
歌
う
場
面
が
あ
る
。
郡
か
ら
遠
く
離
れ
た
地
に
い
る
人
に
と
っ
て
、
故
郷
へ

帰
る
雁
は
羨
ま
し
い
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
。
放
歌
と
の
繋
が
り
で
は
、
春
歌
は
、

嘆
き
悲
し
む
人
を
「
月
は
い
づ
く
も
お
な
じ
」
と
慰
め
て
い
る
と
解
し
て
も
よ

い
の
で
は
な
い
か
。



因
み
に
、
こ
の
放
歌
と
春
歌
と
の
対
応
と
い
う
点
は
、
他
の
歌
人
の
『
三
体

和
歌
』
に
は
見
ら
れ
な
い
特
徴
で
あ
る
。
慈
円
の
よ
う
に
、

袖
の
露
う
ら
め
し
き
ま
で
旅
ご
ろ
も
革
し
く
床
に
秋
風
才
ふ
く
（
旅
）

吉
野
河
は
な
の
お
と
し
て
な
が
る
め
り
霞
の
う
ち
の
か
ぜ
も
と
ど
ろ
に（春）

と
、
素
材
の
一
致
す
る
も
の
も
あ
る
が
、
旅
寝
の
床
に
吹
く
寂
し
い
秋
風
と
、

霞
の
向
う
を
激
し
く
吹
く
凪
の
印
象
は
か
な
り
異
な
る
。
比
較
す
る
と
、
後
鳥

羽
院
の
緊
密
な
構
成
意
識
が
窺
え
よ
う
。

以
上
、
御
製
の
披
講
形
態
に
即
し
、
後
鳥
羽
院
の
『
三
体
和
歌
』
六
首
の
連

環
性
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た
。
春
歌
か
ら
順
に
、
詞
や
状
況
・
本
歌
で
連
環

し
、
し
か
も
、
放
歌
が
春
歌
と
照
応
す
る
と
い
う
、
い
わ
ば
全
体
が
輪
の
よ
う

に
循
環
し
た
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
六
百
が
一
体
感
の
あ
る
仕
立
て
と
し
て
組

み
立
て
ら
れ
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
で
は
、
定
家
ら
の
六
首
も
、
同
様
に
披
訳
さ
れ
れ
ば
同
様
の
受
け
取
り

が
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
結
論
を
先
に
言
う
と
、
全
く
対
応
が
見
ら
れ
な
い
わ

け
で
は
な
い
が
、
そ
れ
は
後
鳥
羽
院
の
六
百
ほ
ど
緊
密
で
有
機
的
な
も
の
と
は

認
め
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。

例
え
ば
、
良
経
の
夏
・
秋
歌
、

松
た
て
る
よ
さ
の
み
な
と
の
夕
す
ず
み
い
ま
も
ふ
か
な
む
お
き
つ
L
は
．
叫

．
叫

荻
は
ら
や
夜
半
に
秋
別
線
ふ
け
は
あ
ら
ぬ
玉
ち
る
床
の
さ
む
し
ろ

は
、
共
に
「
風
」
が
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
が
、
沖
か
ら
吹
き
寄
せ
る
涼
風
と
、

夜
半
の
床
に
吹
く
秋
風
と
か
ら
受
け
取
る
イ
メ
ー
ジ
は
か
な
り
異
な
る
。

定
家
の
六
首
、

花
ざ
か
り
霞
の
衣
ほ
こ
ろ
び
て
み
ね
し
ろ
た
へ
の
天
の
か
ご
山

五
月
雨
の
ふ
る
の
神
杉
す
ぎ
が
て
に
木
だ
か
く
な
の
る
郭
公
か
な

霜
ま
よ
ふ
小
田
の
か
り
い
ほ
の
小
喝
に
．
相
と
も
わ
か
ず
い
ね
が
て
の
そ
ら

は
ま
千
鳥
つ
ま
ど
ふ
月
の
苛
む
u
あ
し
の
か
れ
は
の
雪
の
う
ら
風

た
の
む
夜
の
木
問
の
副
も
う
つ
ろ
ひ
ぬ
心
の
秋
の
色
を
う
ら
み
て

袖
に
ふ
け
さ
ぞ
な
旅
ね
の
夢
も
み
じ
お
も
ふ
方
よ
り
か
よ
ふ
捕
か
ぜ

で
は
、
秋
・
冬
・
恋
歌
に
「
月
」
が
共
通
し
て
詠
み
こ
ま
れ
て
い
る
。
特
に
、

秋
・
冬
は
「
さ
む
し
」
も
共
通
し
、
寂
蓼
感
を
感
じ
さ
せ
る
「
か
ら
ぴ
」
た
る

歌
を
演
出
し
て
い
る
。
子
細
に
見
れ
ば
、
「
天
の
か
ご
山
」
（
春
）
・
「
ふ
る
の
神

杉
」
（
夏
）
と
い
う
崇
高
な
イ
メ
ー
ジ
の
歌
材
の
対
応
も
見
ら
れ
よ
う
が
、
全

体
と
し
て
後
鳥
羽
院
ほ
ど
の
緊
密
感
・
有
機
的
連
環
性
は
な
い
と
言
っ
て
よ
い

だ
ろ
う
。

し
か
も
、
臣
下
の
歌
は
題
毎
に
披
講
さ
れ
た
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
当
座

で
は
、
後
鳥
羽
院
の
六
首
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
連
環
性
は
意
識
さ
れ
に
く
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

良
経
や
定
家
は
、
こ
の
『
三
体
和
歌
』
を
家
集
に
収
め
た
と
き
（
『
秋
篠
月

活
集
』
、
『
拾
遺
愚
草
』
は
日
揮
）
、
部
頬
す
る
、
つ
ま
り
、
は
ら
は
ら
に
切
り

離
す
と
い
う
処
紅
を
と
っ
て
い
る
。
二
人
が
、
こ
の
六
百
の
連
環
性
を
そ
れ
は



ど
重
ん
じ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
の
一
つ
の
証
左
と
な
る
だ
ろ
う
。

歌
会
の
場
に
お
い
て
、
歌
が
い
か
に
受
け
取
ら
れ
た
か
は
推
測
す
る
し
か
あ

る
ま
い
。
し
か
し
、
後
鳥
羽
院
は
、
『
三
体
和
歌
』
　
の
六
首
を
一
つ
の
歌
群
と

し
て
意
識
さ
せ
る
よ
う
工
夫
を
凝
ら
し
て
お
り
、
当
座
の
人
も
そ
の
流
れ
を
敏

感
に
察
知
し
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

連
歌
の
付
け
合
い
の
よ
う
な
一
首
毎
の
響
き
合
い
は
、
勅
撰
集
や
百
首
歌
な

ど
の
定
数
歌
の
配
列
上
に
も
見
ら
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
風
巻
景

（
竺

次
郎
氏
や
小
西
甚
一
氏
の
論
が
あ
る
。
特
に
小
西
氏
は
、
同
時
代
歌
人
に
比
し

て
後
鳥
羽
院
の
百
首
歌
に
「
連
想
」
に
よ
る
「
多
撃
的
統
二
　
へ
の
志
向
が
強

く
見
ら
れ
る
と
い
う
。

も
ち
ろ
ん
定
家
ら
に
は
、
当
座
の
場
で
そ
う
し
た
方
法
を
試
み
る
こ
と
は
基

本
的
に
は
出
来
な
か
っ
た
。
ま
た
、
後
鳥
羽
院
は
、
『
三
体
和
歌
』
　
の
詠
出
に

あ
た
っ
て
、
「
六
首
の
苛
に
皆
姿
を
よ
み
か
へ
て
奉
れ
」
（
鴨
長
明
『
無
名
抄
』
）

と
指
示
し
て
お
り
、
定
家
ら
は
、
三
つ
の
姿
に
詠
じ
分
け
る
こ
と
が
一
番
重
要

な
こ
と
と
考
え
、
六
首
の
連
環
と
い
う
こ
と
に
後
鳥
羽
院
は
ど
留
意
す
る
必
要

を
感
じ
な
か
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

後
鳥
羽
院
は
、
御
製
に
適
用
さ
れ
る
披
講
形
態
を
利
用
し
、
個
性
的
な
演
出

を
試
み
て
い
る
と
言
え
ま
い
か
。
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
大
ニ
フ
ト
キ
歌
」

の
個
性
的
な
詠
み
ぶ
り
も
納
得
で
き
る
。

五

こ
こ
で
、
歌
会
が
終
わ
り
、
そ
の
場
か
ら
切
り
離
さ
れ
た
と
き
、
『
三
体
和

歌
』
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

『
三
体
和
歌
』
の
伝
本
は
、
作
者
毎
に
配
列
さ
れ
た
第
一
煩
本
と
、
題
毎
に

（21）

配
列
さ
れ
た
第
二
顆
本
と
に
大
別
さ
れ
る
。

百
首
歌
な
ど
定
数
歌
の
伝
本
も
同
様
の
実
態
を
示
す
も
の
が
多
く
、
上
条
彰

次
氏
は
、
定
数
歌
の
「
記
録
方
式
」
「
集
成
本
の
あ
り
方
」
と
し
て
「
現
存
伝

本
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
原
則
的
に
は
一
応
、
お
そ
ら
く
は
歌
人
別
配
列
本

1
歌
題
（
部
類
）
別
配
列
本
と
い
う
経
路
が
一
般
的
規
範
と
し
て
歌
人
た
ち
の

意
識
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と
述
べ
、

歌
人
別
配
列
本
…
「
連
作
的
世
界
の
創
造
に
よ
る
高
度
の
芸
術
的
性
格
」

歌
題
別
配
列
本
…
「
勅
撰
集
を
前
提
と
し
て
の
応
製
百
百
的
性
格
」

【
竺

と
そ
の
性
格
の
違
い
を
論
じ
て
い
る
。

『
三
体
和
歌
』
の
場
合
、
各
歌
人
の
提
出
し
た
懐
紙
を
ま
と
め
れ
ば
歌
人
別

配
列
本
に
な
る
。
一
方
、
二
煩
本
は
伝
本
数
が
少
な
く
、
か
な
り
後
世
の
人
が
、

姿
へ
の
興
味
か
ら
一
折
本
を
編
み
直
し
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
し
、

『
新
古
今
集
』
の
撰
集
資
料
と
し
て
、
こ
の
時
期
に
歌
題
別
配
列
本
が
作
ら
れ

て
も
不
自
然
で
は
な
い
と
思
う
。
定
家
ら
の
歌
の
披
講
形
態
に
近
い
の
は
む
し

ろ
二
類
本
で
あ
る
。

後
鳥
羽
院
の
当
座
で
の
試
み
を
伝
え
る
た
め
に
は
、
一
折
本
の
形
態
が
相
応

10－



し
い
。
二
類
本
で
は
、
連
環
が
断
ち
切
ら
れ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

『
明
月
記
』
に
は
、

・
建
仁
二
年
五
月
二
十
六
日
条

…
今
夜
人
々
依
仰
去
春
三
体
和
歌
更
清
書
、
件
本
依
打
入
水
損
之
故
云
々
、

予
燈
陪
目
不
見
之
間
、
明
日
可
書
進
之
由
触
宗
長
活
範
退
出
、
依
老
眼
疫

也
、
御
供
参
退
下
、
身
体
疫
病
、
辛
苦
無
極
、
久
坐
御
前
故
也
、
…

と
、
二
カ
月
後
に
『
三
体
和
歌
』
が
清
書
し
直
さ
れ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

後
鳥
羽
院
に
『
三
体
和
歌
』
　
の
清
書
を
指
示
さ
れ
た
「
人
々
」
を
、
『
三
体
和

（お）

歌
』
に
出
詠
し
た
歌
人
と
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
な
ら
、
後
鳥
羽
院
は
定
家

（24）

ら
に
、
以
前
に
提
出
し
た
懐
紙
と
同
じ
物
を
書
か
せ
た
と
考
え
る
の
が
自
然
で

あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
こ
の
時
ま
と
め
ら
れ
た
の
は
、
各
歌
人
毎
に
配
列
さ
れ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
後
鳥
羽
院
が
一
類
本
の
形
態
を
尊
癒
し
て
い
た
証
に
な
る

の
で
は
な
い
か
。

先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
定
家
ら
は
、
後
鳥
羽
院
ほ
ど
徹
底
し
て
六
首
の
連
環

を
意
識
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
一
煩
本
の
形
態
は
、
今
回
検
討
し
た
後
鳥
羽
院

（25）

詠
六
首
の
個
性
を
際
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

お

わ

り

に

講
師
の
声
に
よ
っ
て
作
品
の
享
受
が
行
な
わ
れ
る
歌
会
と
い
う
場
で
、
後
鳥

羽
院
の
『
三
体
和
歌
』
が
い
か
に
読
ま
れ
た
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
考
察
を

加
え
た
。
後
鳥
羽
院
の
六
首
に
見
ら
れ
た
、
連
環
性
・
緊
密
な
構
成
は
、
一
括

し
て
披
講
さ
れ
る
と
い
う
御
製
の
披
講
方
法
に
基
づ
い
て
の
浜
田
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
の
よ
う
な
演
出
は
、
『
新
古
今
集
』
　
の
配
列
上
の
工
夫
と
も
通
じ

合
う
性
格
を
有
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
『
三
体
和
歌
』
の
後
鳥
羽
院
詠
か
ら

は
、
当
座
の
場
を
重
ん
じ
、
歌
と
歌
と
の
響
き
合
い
の
中
で
自
身
の
庶
幾
す
る

姿
を
打
ち
出
し
、
一
つ
の
作
品
と
し
て
の
完
結
性
を
重
視
し
よ
う
と
す
る
後
鳥

羽
院
像
が
窺
え
る
の
で
は
な
い
か
。

今
後
は
、
『
三
体
和
歌
』
が
ど
の
よ
う
に
享
受
さ
れ
て
い
っ
た
か
と
い
う
面

に
つ
い
て
も
考
察
を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
歌
会
や
歌

合
と
い
う
具
体
的
な
場
の
中
で
、
後
鳥
羽
院
詠
の
特
徴
を
こ
ま
や
か
に
捉
え
、

後
鳥
羽
院
の
歌
観
を
立
体
的
に
考
察
し
て
い
き
た
い
。

〔注〕
（
1
）
『
明
月
記
』
（
国
書
刊
行
会
本
、
以
下
同
じ
）
　
で
の
表
現
。
長
明
の
『
無
名
抄
』

（
岩
波
大
系
）
　
で
は
、
「
春
・
夏
は
太
く
大
き
に
、
秋
・
冬
は
細
く
か
ら
び
、
恋
・

旅
は
艶
に
優
し
く
つ
か
う
ま
つ
れ
」
と
な
っ
て
い
る
。

（
2
）
藤
平
春
男
「
余
情
妖
艶
の
体
　
定
家
歌
論
の
成
立
」
（
『
国
文
学
』
昭
五
六
・
十
二
）

安
井
盛
雄
①
「
『
た
け
あ
ら
ん
と
よ
め
る
歌
』
の
表
現
技
法
小
考
」
（
『
中
世
文
芸
論

稿
』
十
一
号
　
昭
六
三
二
二
）
、
②
「
三
体
和
歌
『
た
け
』
の
表
現
と
そ
の
変
容
」

（
『
中
世
文
芸
論
璃
』
十
五
号
　
平
四
二
二
）

（
3
）
　
（
2
）
　
の
ほ
か
に
、
小
西
甚
一
『
文
鏡
秘
府
論
考
』
研
究
蔦
下
（
講
談
社
　
昭
二

六
）
、
実
方
清
『
日
本
文
芸
理
論
風
姿
論
』
（
弘
文
堂
　
昭
三
一
）
、
前
田
妙
子
『
和

歌
十
体
論
の
研
究
』
（
清
水
弘
文
堂
彗
居
　
昭
四
三
）
、
久
保
田
淳
「
新
古
今
集
の
歌

風
」
（
勉
誠
杜
　
和
歌
文
学
講
座
6
『
所
古
今
集
』
所
収
　
平
六
）
　
な
ど
。



（
4
）
『
袋
草
紙
』
　
に
は
、
文
台
を
替
え
、
講
師
も
替
わ
り
、
改
め
て
題
目
も
読
む
な
ど
、

御
製
を
特
別
に
扱
う
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
5
）
　
以
下
和
歌
の
引
用
は
特
に
断
ら
な
い
か
ぎ
り
、
『
新
編
国
歌
大
観
』
　
に
拠
っ
た
。

（
6
）
定
家
の
『
和
歌
秘
抄
』
　
に
は
、
「
題
宥
二
之
時
、
先
次
第
託
一
括
了
。
託
的
推
披

之
後
、
又
読
題
、
読
作
者
如
前
。
依
別
仰
皆
可
読
之
由
、
披
仰
之
時
、
非
此
限
。
雉

∃
却
司
l
凰
謝
了
l
。
」
（
『
日
本
歌
学
大
系
』
型
二
巻
）
と
あ
る
。
具
体
例
と
し
て

は
、
『
明
月
記
』
建
保
四
年
十
一
月
一
口
条
「
…
三
省
一
度
可
読
之
由
披
仰
…
」
な

ど
。

（
7
）
　
田
村
柳
壱
「
『
後
鳥
羽
院
御
集
』
　
の
伝
本
と
成
立
－
伝
本
分
類
の
再
検
討
な
ら
び

に
資
料
性
の
吟
味
を
中
心
と
し
て
－
」
　
（
『
同
語
国
文
』
昭
五
九
二
二
）
、
同
「
『
後
鳥

羽
院
御
生
』
伝
本
考
」
（
『
日
本
大
学
農
歎
医
学
部
一
般
教
養
研
究
紀
要
』
第
二
〇
ロ
イ

昭
五
九
・
十
二
）

（
8
）
　
刊
本
や
二
十
一
の
写
本
を
現
在
ま
で
調
査
し
た
。
ま
た
、
翻
刻
さ
れ
て
い
る
も
の

も
参
照
し
た
。
安
井
重
雄
「
谷
山
茂
博
士
疏
第
二
類
三
体
和
歌
注
に
つ
い
て
」
　
（
『
中

世
文
芸
論
稿
』
十
三
号
　
平
二
・
三
）
　
参
照
。
そ
れ
以
後
、
中
川
博
夫
「
『
三
体
和

歌
抄
』
翻
印
」
（
小
四
固
中
世
文
学
研
究
会
編
『
中
世
文
学
研
究
－
論
枚
と
資
料
』

所
収
　
和
泉
書
院
　
平
七
）
、
同
「
叡
山
文
埴
歳
『
三
体
和
歌
聞
書
』
翻
印
（
一
）
」

（
『
摂
杏
鳥
歌
』
第
十
三
号
、
平
六
・
十
二
）
　
が
あ
る
。
ほ
か
に
も
柵
か
な
異
同
は
見

ら
れ
る
が
、
論
に
関
わ
ら
な
い
も
の
は
煩
椎
に
な
る
の
で
掲
げ
な
か
っ
た
。

（
9
）
　
（
8
）

（
1
0
）
　
『
新
古
今
集
開
票
』
（
幽
斉
木
）
　
の
公
雛
歌
「
窓
ち
か
き
…
」
　
の
歌
の
注
に
、
後

鳥
羽
院
の
こ
の
歌
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
公
雛
歌
の
詠
ま
れ
た
歌
会
に
も
後
鳥
羽
院

は
出
席
し
て
い
る
。

（
1
1
）
　
（
2
）
　
（
3
）

（
1
2
）
　
（
2
）
　
の
安
井
論
文
。
前
者
が
O
、
後
者
が
②
。

（
曇
小
島
吉
雄
『
新
古
今
和
歌
敗
の
研
究
　
続
編
』
（
新
日
本
図
書
株
式
会
社
　
昭
二

一
　
和
泉
書
院
よ
り
再
刊
さ
れ
て
い
る
）
　
二
九
六
頁
～
。
た
だ
し
、
『
遠
島
歌
合
』

の
六
十
九
番
左
歌
の
よ
う
に
、
本
文
上
問
題
の
あ
る
も
の
も
あ
る
。

（
1
4
）
例
え
ば
、
『
三
体
和
歌
抄
』
宮
内
庁
㌫
陵
部
蔵
（
二
六
六
・
五
七
七
）
（
＃
大
賢
棄
・

田
村
柳
壱
「
『
三
体
和
歌
』
注
」
－
翻
刻
と
紹
介
－
（
二
）
」
『
古
典
論
叢
』
十
二
号

昭
五
八
・
六
）

（
1
5
）
　
（
8
）
中
川
博
夫
「
『
三
体
和
歌
抄
』
翻
印
」

（
1
6
）
　
同
じ
逸
話
は
、
『
古
事
記
』
帝
仁
天
白
∴
条
に
も
あ
る
。

（
1
7
）
　
長
高
体
の
美
は
、
壮
大
美
・
崇
高
美
と
さ
れ
る
。
『
三
体
和
歌
』
　
の
定
家
の
春
・

夏
歌
に
も
崇
高
美
が
感
じ
ら
れ
る
。
ま
た
、
「
常
世
」
　
は
古
風
な
詞
で
、
『
和
歌
初
学

抄
』
に
は
『
万
葉
集
』
の
「
古
歌
詞
」
、
『
八
雲
綱
抄
』
で
は
「
由
緒
冨
」
と
し
て
掲

出
さ
れ
る
。
時
間
的
な
隔
た
り
を
感
じ
さ
せ
る
点
で
も
長
骨
同
体
の
美
と
言
え
よ
う
。

橘
の
香
も
、
遇
去
を
想
起
さ
せ
る
と
い
う
点
で
そ
れ
と
関
わ
る
。

（
1
8
）
　
凰
巻
岩
次
郎
『
祈
古
今
時
代
』
（
桜
槻
社
　
昭
四
五
）
　
な
ど
。

（
1
9
）
　
歌
学
文
畔
所
収
『
三
体
和
歌
』
な
ど
。

（
2
0
）
　
（
1
8
）
。
小
西
甚
一
『
日
本
文
芸
史
m
』
（
講
談
社
　
昭
六
二
　
二
四
六
頁
ト
。

（
2
1
）
『
新
編
国
歌
大
観
』
第
五
巻
、
赤
瀬
信
吾
氏
解
説
。

（
2
2
）
「
花
月
恋
五
十
百
考
」
　
（
『
中
世
和
歌
文
学
論
叢
』
和
泉
書
院
　
平
五
）

（
2
3
）
　
『
三
体
和
歌
』
　
に
田
証
し
た
歌
人
は
皆
こ
の
日
の
歌
会
に
出
詠
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
、
『
明
月
記
』
に
拠
っ
て
、
長
明
以
外
の
歌
人
の
出
席
は
確
認
で
き
る
。

（
2
4
）
定
家
の
『
和
歌
秘
抄
』
に
、
『
三
体
和
歌
』
　
の
懐
紙
の
端
作
り
の
例
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。
（
久
保
田
淳
『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
附
篇
「
和
歌
秘
抄
（
部
分
）
」
　
東

京
大
学
出
版
会
　
昭
四
八
）

（
2
5
）
　
二
煩
本
の
よ
う
に
配
列
さ
れ
る
と
、
六
首
の
連
環
は
断
ち
切
ら
れ
る
。
一
首
と
し

て
の
独
立
性
か
ら
み
て
、
「
大
ニ
フ
ト
キ
歌
」
　
と
し
て
、
後
鳥
羽
院
の
夏
歌
は
や
は

り
問
題
を
残
す
。
安
井
氏
の
論
じ
る
よ
う
に
（
2
）
後
鳥
羽
院
は
「
艶
的
な
『
た
け
』
」

を
打
ち
出
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
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後
鳥
羽
院
の
夏
歌
の
「
寝
覚
め
の
枕
に
橘
が
薫
る
」
　
と
い
入
ノ
発
想
と
、
同
発
想
の

歌
（
千
載
・
夏
・
公
衡
・
一
七
五
）
　
（
新
古
今
・
夏
・
式
子
内
親
王
・
二
四
〇
、
俊

成
蜘
女
・
二
四
五
）
　
な
ど
も
、
注
釈
容
で
は
「
艶
」
な
歌
と
解
さ
れ
て
い
る
よ
う
で

あ
る
。さ
て
、
「
寝
覚
め
の
枕
に
嘉
る
」
と
い
う
発
想
は
、
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
、

曲
苦
楚
客
秋
絃
駿
　
夢
断
燕
姫
暁
枕
薫

曲
驚
い
て
は
楚
客
の
秋
の
絃
現
し
　
夢
断
え
て
は
燕
姫
が
暁
の
枕
に
矧
刊

（
秋
・
蘭
・
橘
直
幹
二
一
八
九
　
岩
波
大
系
）

と
類
似
し
て
い
る
。
直
幹
の
詩
句
の
後
半
は
、
燕
姫
と
い
う
文
公
の
妾
が
、
天
帝
の

使
者
か
ら
蘭
を
与
え
ら
れ
る
夢
を
見
る
と
、
果
た
し
て
、
皇
子
を
出
産
し
た
と
い
う

話
（
『
春
秋
左
氏
伝
』
）
に
基
づ
く
。
直
幹
の
詩
句
は
、
も
と
も
と
は
「
蘭
気
入
軽
風
」

と
い
う
題
の
詩
の
一
節
で
あ
り
、
蘭
の
香
を
運
ん
で
き
た
の
は
「
秋
の
風
」
　
で
あ
る
。

明
確
な
本
説
と
は
言
え
な
い
隠
放
た
も
の
だ
が
、
「
大
ニ
フ
ト
キ
歌
」
と
し
て
相
応

し
い
読
み
方
を
探
っ
て
、
こ
れ
に
気
付
け
ば
、
橘
香
を
崇
高
な
香
と
受
け
取
る
地
平

が
開
け
る
。
「
和
歌
に
於
け
る
長
高
き
も
の
の
背
祭
に
、
漢
詩
の
も
つ
神
親
が
臨
ん

で
ゐ
た
」
　
（
大
田
育
丘
『
日
本
歌
学
と
中
国
詩
学
』
一
一
五
頁
　
清
水
弘
文
堂
容
房

昭
四
三
）
　
と
の
論
も
あ
る
。
因
み
に
、
「
風
か
よ
ふ
ね
ぎ
め
の
そ
で
の
花
の
か
に

か
を
る
ま
く
ら
の
春
の
夜
の
夢
」
（
新
古
今
・
春
下
・
俊
成
蜘
女
二
一
二
）
は
、

桜
（
栂
）
　
の
香
で
あ
る
が
、
岩
波
新
大
系
『
新
古
今
和
歌
集
』
（
田
中
裕
氏
）
　
で
は
、

本
説
と
し
て
直
幹
の
詩
句
を
挙
げ
て
い
る
。

－
た
の
・
し
ん
じ
　
広
島
大
学
大
学
院
博
士
課
程
後
期
在
学
－

〔
付
記
〕
本
稿
は
、
平
成
五
年
度
広
島
大
学
国
語
国
文
学
会
春
季
研
究
集
会
で
発
表
し
た

お
り
の
問
題
意
識
を
基
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
際
、
御
助
言
を
賜
っ
た
諾
先
生
に
御
礼
を

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
論
を
な
す
に
あ
た
っ
て
、
位
藤
邦
生
先
生
か
ら
終
始
、
格
別
の

御
指
導
を
賜
り
ま
し
た
。
記
し
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
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